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細胞癌 (hepatocellular carcinoma, HCC) における K19 と癌幹細胞との関係
は明らかにされていない。そこで、HCC において K19 が新規癌幹細胞マーカ
ーであるか、さらに K19 陽性細胞は新規治療標的となるかについて検討するこ
とを本研究の目的とした。 
【方法】遺伝子導入により K19 陽性細胞を可視化した HCC 細胞株を用いて、
フローサイトメトリーにより単離したK19陽性細胞が癌幹細胞の性質を有して
いるか、transforming growth factor beta (TGFb)/Smad signaling や上皮間葉
転換 (epithelial-mesenchymal transition, EMT) に関与しているかについて
検証した。さらに、当科にて HCC に対し肝切除あるいは肝移植を施行した 166
例の手術検体を用いて、K19 および TGFb receptor 1 (TGFbR1) の発現を免疫
組織学的染色によって検証した。 
【結果】フローサイトメトリーにて単離した K19 陽性細胞は自己複製能と K19
陰性細胞への分化能を示したが、単離した K19 陰性細胞は K19 陽性細胞への




から、K19 陽性細胞は in vitro および in vivo の両面において癌幹細胞の性質
を有していることが判明した。さらに、K19 陽性細胞では TGFb/Smad 
















と癌幹細胞・TGFb/Smad signaling・上皮間葉転換 (EMT) との関連を検討した。
また、166 症例の肝細胞癌手術検体を用いて K19 および TGFb receptor 1 
(TGFbR1) の発現を検証した。 
 K19 陽性細胞は in vitro・in vivo において自己複製能・分化能・高い腫瘍形
成能を示し、TGFb/Smad signaling および EMT と強い関連を示した。さらに、
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